
 

氏     名 河村 浩平

授与した学位 博 士

専攻分野の名称 医 学

学位授与番号 博 甲第  6 7 8 0 号

学位授与の日付 2023 年 3 月 24 日 
学位授与の要件 医歯薬学総合研究科 生体制御科学専攻 

（学位規則第 4 条第 1 項該当） 

学位論文題目  

論文審査委員 教授 光延文裕 教授 千田益生 准教授 小谷恭弘

学位論文内容の要旨 

下肢閉塞性動脈硬化症(PAD)患者の跛行症状の軽減において運動療法の重要性が広く認

識されているが、血行再建後の在宅運動療法の実施が臨床予後に与える影響は十分に検討

されていないため、歩数計を用いた在宅動療法の実施と予後の関連につき検討した。2016
年 1 月から 2019 年 3 月に大動脈腸骨動脈病変もしくは大腿膝窩動脈病変の血行再建を実

施された間欠性跛行を伴う PAD 患者を対象とした多施設共同前向き観察研究を行った。全

患者に歩数計を使用した在宅運動療法の実施を指導し、追跡期間の歩数計の記録が 50%以

上の記録良好群及び 50%未満の記録不良群に分類した。主要評価項目は 1 年後の全死亡、

非致死性心筋梗塞、脳梗塞、対象血管再血行再建及び治療肢の大切断の複合とした。500 例

が対象となり、1 年後の主要イベントの発生率は、記録良好群で記録不良群と比較し有意に

低率であった(4.3% vs. 13.7%, p < 0.001)。多変量 Cox 回帰分析では、記録良好群は主要イ

ベント回避を規定する独立予測因子であった(ハザード比 0.33; 95%信頼区間, 0.16-0.68; p 
= 0.004)。歩数計を用いた在宅運動療法の実施が血行再建後の PAD 患者の良好な予後と関

連する事が示唆された。

論文審査結果の要旨 

下肢閉塞性動脈硬化症（peripheral artery disease：PAD）患者の跛行症状の軽減におい

て運動療法の重要性が広く認識されているが，血行再建後の在宅運動療法の実施が臨床予

後に与える影響は十分に検討されていない。 

本研究では，血行再建後の歩数計を用いた在宅運動の実施と 1 年後の臨床転帰との関連

を検討することを目的に，多施設共同前向き観察研究を行った。1年後の主要イベント（全

死亡，非致死性心筋梗塞，脳梗塞，対象血管再血行再建及び治療肢の大切断の複合）の発生

率は，記録良好群で記録不良群と比較し有意に低率であった。歩数計を用いた在宅運動療法

の実施が血行再建後の PAD 患者の良好な予後と関連する事が示唆された。 

委員からは，本研究では運動として歩行のみを検討しているが，運動の種類・強度などと

の関係を検討することも重要ではないかとの指摘があった。本研究者は，研究経緯に基づい

て回答するとともに補足説明を行った。 

本研究では，PAD 患者に対する血行再建後の臨床予後改善等について，重要な知見を得た

ものとして価値ある業績と認める。 

よって，本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 

Association between home-based exercise using a pedometer and 
clinical prognosis after endovascular treatment in patients with 
peripheral artery disease 
（下肢閉塞性動脈硬化症患者における血管内治療後の歩数計を用いた

在宅運動療法と臨床予後の関連）


